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活性汚泥の細菌群tてついては古（ Butterfield1) がフロ Yク形成了直
Zooglo e司 を分離して以来、とれが主左細菌穫であると考えられがちであ




















プトンまたはさネラノレ・ベース＋ 0. 1私酵母エキス＋o.2 %ポリベプトンが比
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試料 採取場所 採取年月日 フロヅクの破壊法 使用培地 円／＼汚m生泥lt沈Z中数降ノ＼ ） 番号
乳ど試鉢験（'L管よる磨砕
1.芝浦下水処理場 1965. 1. 1 0 による a普通寒天 1.0×1 0 8 
振渥
上と同じ、た Y a普通寒天 3.0×1 0 8 
しTwe en80 l沈澱下水＋
を添加 0. 2 % 
2. 溶合下水処理場 1965. 12. 6 bl酵母時ス＊ 1.2×1 0 9 
+o. 5 %ポ
リベプトン
a事昆寒天 5.2×10 8 
ホモグナイザー b Hem・ici 1. 0×1 09 




命 Difeo yeast e x七r勾 ct




a. 1 9 6 5年 11月の芝浦汚泥（調査株数45 ) 
株数 全体に対する%
且..0. 0 5 %酵母エキス＋ 0. 5 %グノレコースのみで 1 2 
フロックをイ乍るもの
B. 0. 0 5 %酵母エキス＋o.5 %ポリベプトンのみ｜ 1 0 
でフロアクをイ乍るもの
c. A、Bどちらでもフロックを｛乍るもの 3 
D. 合計 25 56 
b. 1 9 6 7年7月の芝浦汚泥（融株数23 ) 
株数 全体に対する%
A. MB+0.05%酵母エキス＋ 0.5 %グノレコー ス
のみでフロックを作るもの
B. MB+ 0.0 5 %酵母エキス＋o.5 %グノレコー ス 2 
のみでフロアクを作るもの
c. A、Bどちらでも作Eるもの 7 
D. 合計 1 0 43 
ブロック形成は試料1では0.0 5 %酵母エキス＋ D.5%グルコース会よび0.05 
%酵母エキス＋ 0.5 %ボリベプ b ンで、官料5 ではミネラル・ペース＋ 0.05~も
酵母エキス＋ 0. 5 %グノレコースなよびミネラル・ベース＋o.o 5酵母エキス＋



















以上の結果から、調査した株数は少ない抗試料3( 1 9 6 7年7月の芝浦
汚泥）では菌数の点からいって優占種は旦主主主主o~で、とれに






多〈はManu a工 of Microbiological Metoho d日 12）に従
ったが、とれを修正したもの、変化は所しく取り入れた主念項目は次のよう念
ものである。酸化的念有機駿の形成はBT Bを添加した0.1 %酵母エキ九十0.5
%グJレコースで 7日間振渥培養（ 3 0℃）を行なって判定した。テトクローム
・オキシダーゼはstarrier らのN,N~dime thylen ed iamin e法 1)
tてより、 poly-.,B-hyd ro xyb ut Yra te ( PHB）の蓄積はOrabtree 
らの方法 1~乞よって測定した。
との検索表からJ仮5から 18までの6株は Fl勾Vobac七eri um, A6.1, 2, 
2 4は Zoogloe司， J仮7はPseudomonask属するものと推定される。
念会、 Zooglo e唱に関しては ζれまでのととろ、詳細な分類基準が確立され
ていないが、と』ではDiasらの基準 2）を主として採潤し、グラム陰性で
極鞭毛を有し、糖を利用しない好気樹宰菌をもって:Zoogloe唱と判定した。





一一～ー ～生！＇±＿ 7 2 24 
大 き さ （μ） 0.7×1～3 1×2～4 1×2～4 1×2～4 
グラム 染色
鞭 毛 極 極 極 主亙
色 素 形， 成
竣 素 裳 求 偏性好気性 同左 同左 同左
ゼラチンの液化
IJ トマス・ミルク 還元（弱） 不変 同左 同左
酸化的酸生成 ＋〈強）
チトクロー ム・オキシダー ゼ ＋ 」ー ＋ ＋ 
栄養要求事 。 Bホ事 Bキ＊ 。事事
iグルコー ス ＋ ＋ ＋ ＋ 
フロアク形成 ペプトン ＋← 件十 村十 特←
PHB 形成1·~ヘmプトン ＋ ＋ 一
予想される属名 Pseudomon a日 zoo gユoea 同左 同左
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lB: MB +O. 1 %カザミノ酸ーグルコースで強…
c:MB+o.1qも酵母エキス＋o.s %グルコースで生長するもの
$・ 1,2,'2 4，はグルコースを利用し念い。






1 9 6 5年の芝浦汚泥から介離したP日eudomonas sp. （株必17 ）は、
別K概略を報告したようl'C 13 ) 0. 0 5 %酵母ヱキ＋o.5%グルコース培地では









1 9 6 7年7月の芝浦汚泥から分離したPseudomona s の1種（株必7) 
（表5参照）はミネラル・ペース＋o.o 5 %酵母エキス＋o.5 %グルコースで











の吸収（ 3 0℃；汚泥濃度25 % ) 
5 DO 
生菌数：












120 90 60 3 0 。
間（介）時
察考
., Ja s ewi・
c z 14）らはスキムミルクで人工的に作った活性汚泥で混合液1ml中3.2× 
1 0 9の値を得、三上ら 15）は合成下水で培養した汚泥で混合液1ml中5.8×
活性汚泥中の細住吉数についてはとれまでにも若干の報告例があり、
1 0 8の値を報告している。下水処理場の汚泥tてついての報告例は少ないが、




いるかKかかっているが、本研究で得た最大値2.8×1 0 9 /ml汚泥はオーダ
ーとしては最大のものであろう。
活性汚泥細菌の優占穏についてはDiasらりはZ00 g工oea と Com am-
ona s であるという報告を、 van Gil日 6）はAchromobac ter工aceae 
（特にAlcaligenes, Flavobacterium, Achromobacter ) 






gl oe a 以外Kも多数あるととがMcKinneyら 3.5）の研究（'Cよって明ら
かK念ってbb、本報の結果もそれを証明しているが、フロアクの形成条件あ
















1. 生菌数は30分沈降汚泥1ml中 10 9 のオーダーであった。
2. 1 9 6 7年 7月の芝浦汚泥では細菌の優占種はFlaγo bacterium 
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百株は標準ミネラノレベース 1寺、 0.1 %酵母エキスと0.2 %ポリペプトンを含











+ 0.5 %グJレコース；培地2，培地 1+o.1%ビタミン欠乏カザミノ酸；培地3,











第1表 ヱよ主主立12._acterium sp. ( 1 5株）の性状



























































( 1目盛は 15 μ ) 
第2表 生育細胞（必 18 ）のフロ Yク形成になよほすCa＊と Mg*
の影響
培 地 生 長 フロック形成
A . B . M .本＋ cac12 (1DmM) 、持十 ＋ 
B • B • M • +MgC 1 2 ( 1 0 mM) 十ト←
c • B • M . +caCl 2 ( 5mM) 
+Mgcl 2 (5mM) ＋十ト 4ゆ









振壷を行なった： KCl, Na 81 , Ba Cl 2’Z n012, Cu804, MnQJ』，
FeSO 4, MgSO 4, (NH 4) z. 8 C』， 燐酸緩衝液（ KH 2PO 4+Na 2 
HPO, ）、グノレコース、グリシン。その結果、グリシンとグノレコースを除〈、
すべての化合物がフロアク験戎を引き起すととがわかった。良好念アロック形







次のよう念簡単念試験を行なった。 3ml の陽イオン交換樹脂（ Amberli t e 
IR-120, H型）または陰イオン交換樹脂（ Amber lite IR 4 0 0 , 
OH型）を5ml の分散した細胞懸濁液に添加し、振重した後、静置沈降させ
上澄液の0λを測定した。その結果、 IR-40 0ではO.Dが乱 53、 IR-




液を70℃で15分間加熱して細胞を殺した後、 0.0 5 MのOaC l 2を加え、
振渥I/7をととろ、フロプクが良〈形成された。また、分散細胞をトリプジンで































6 5 4 3 2 。
( hr.) 







報告が：まい。 McKinney と Horw。od 9）はフロック形成能を有する
Flavobacteriumの1穏を分自在しているが、とのよう念菌が活性汚泥中
κ優占しているかどうかを確めてい老い。
Zoogloea の場合と異左タ久夫 6、 15 ）と ~(IC報告したFlavobac-
te ri um はカプセル機物質あるいはゼラチン質のマトリックスを欠いてい
るにもか』わらず良〈フロックを形成するというととは興味ある事実である。
しかし、 Z. ramigera 4、りの場合と同様に本菌はグノレコースを基質K
した場合K多量のPH Bを蓄積する。しかし念がら、フロアクの形成それ自身
は本臼の場合、 PH Bの蓄積とは無関係である。左ぜ左らぽ、ペプトン培地で
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Placak and Ruckhoft 5)('Lよれば炭水化物の活性汚泥Kよる酸化率は





Symons and Mc Kinn白y.7）、 Gaudy and Eng e工brechtB), 
Washington and Symons 9), van Gils 10),Komolrit et 
a 1 .• 11)及び著者 i2)Kよれば、基質がグlレコースの場合、初期K形成された
汚泥のか左りの部分は多糖類Kよって占められるととが明らかKされた。
Bymons a,nd McKinn.ey）及び Washington and Symons 9) 
van Gils 10）はとれらの多糖類の多〈は不活性の吻宵であると報告して




















































1Q 2 4 6 
時間
9 24 72 hr 
第1図 グリコース馴化活汚泥Vておサナるグリコース除去過程の汚混
成分増加量 （第1表実験4) 汚泥初議度 3570PPrn 





































l汚泥 グノレコ 負荷 基質添 除去グ汚泥 汚泥炭 グリコーゲン グリコーグン 汚泥の
ース b日後の Jレコーー 水化物 への除去グノレ グリコーグン
初治主度 初役度 （基質々 考泥） 時間 ス量増加量 i曽力日量 増加是 コースの導入率 含有率
1 11125 990 0. 9 4hr 77 9 490 312 16 5 21.2 % 20.0 % 
2 20 80 1055 0.5 2 1 05 1 1 0 40 1 0 40 429 40.8 1 7.6 
3 3215 950 0.3 2 948 5 16 440 46.4 
4 3570 86 0 0.2 85 6 645 4 44 404 4Z 2 1. 2 
第2表 グノレコース馴化活性汚Veve:Jo・けるグリコーグンの誓積及び消費に及ぼすC/Nの影醤
汚泥初濃度： 19 3 5 m'l-/ e、グノレコース初操度： 93 0 m'l-/ e、 25℃モノ式振量、単位：m'!-/f
基質添 アンモニア｜ クフレコース l 汚泥炭水 グリコー 会去クソレコース 汚泥のグリコー 汚泥窒素
加後の 性窒素初 。／N比 汚泥増加呈 fヒ 物 グン のグリコーグン グン %含有率
時！埼 J農 度 除去主 増加害； 増加量 への導入 三忽 増加畳
9 3.3 4 928 1 0 15 704 3 6 7 3 9.5 1 4.5 12.5 
2 hr 1 8.8 20 929 1055 648 3 29 3 5.4 1 3.0 反5
。 929 920 7 4 4 347 3 7.4 14.3 。
9 3.3 4 935 2 8 0 1 1 8 6.2 40.4 
1 8.8 20 840 36 8 1 8 3 8.8 1 5.6 
24hr 。 1050 564 3 1 5 12.6 -2.0 














素はC/Nが4のもので24時間後52 pp mであったが、 C/N20では
7時間後で1.1 p p mであった。
4）グリコーグンの蓄績及びf輯 K及ぼすC/Pの影醤

















汚泥初濃度： 14 2 O m'I/ f、グノレコース初濃度： 99 5m'j/ f、25℃、モノ式振温、単位：呼v.e
J家賃添加 lJン駿一 クコレコース 汚泥 汚泥炭水化 グリコーグン 除矢グノレコース 汚泥のグリコ 汚泥窒素
リン 。／p比 のグリコーゲン
後の時間 初 i態度 除去量 増加呈 物増加量 増 力日 旦口主 への導入率 ーグン含有率 増加量
174 2.3 9 89 795 45 2 3 5 4 3 5.8 15.9 5.1 
lM∞ 
2 hr 1 7. 4 23 9 6 8 7 1 0 48 4 326 3 3.7 1 5.3 
。 9 0 8 655 4 (J8 29 6 3 2.6 1 8.3 2.5 
1 7 4 2.3 655 2 1 2 16 7 12.1 3 7. 1 
1 7.4 23 640 3 2 2 220 14.8 18.7 
24nr I 0 605 390 2 56 1 6.8 8.8 
。＋P* 605 1 9 8 1 7 4 12. 7 32.9 













活性汚泥混合液（汚泥初濃度23 6 5呼＇／ .e）に種止の濃度のグノレコース




















































































































基質添加 液中グJレコ 汚泥炭 汚泥のグリコー 除去グノレコースの
汚泥l議！支 グリコー グン グリコーグンへの 汚泥窒素
処理場 後の時間 －ー ；曳 溢度 水化物 グン含有率 導入率
。 103 0 2865 1 7 1 34.6 1. 2 % % 
ωー品l
芝浦 30じ ＋ 2 6 0 0 3095 2 52 81. 0 2.6 1 0.8 
6 8.6 3450 3 70 106 3.1 zo 
。 1 0 1 5 2585 1 83 2Z 6 1. 1 1 72. 1 
2 6 2 5 2 78 5 295 88.5 3.2 15.6 1 8 3.7 
落合 室混 ＋ 6 z 0 3125 348 9 5.5 3.1 6.7 1 9 8.5 
2 4 ゑ1 2 855 1 7 7 24.2 0.8 1 7Z 0 
2 6 13 2820 308 1 0 0 3.5 18.0 1 5虫5
一 6 1 4 8 3025 4 22 174 5.7 16.7 1 54.5 



































Dias and Bhat 21) ('Lよれば活性汚泥の優占細菌の多くは貯蔵物質
PH Bを合成すると報告しているが、との実験条件ではPH Bの蓄積はわず
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